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講師略歴
１．業務：１） 研究開発・製造技術の指導・サービス事業

① 大学等への試験研究機材の企画・設計・調達納入販売、

② 政府省庁等各研究機関への技術開発応募提案書作成・調査及びサービス（サポイン等）

２）金属加工・品質管理の国内外のコンサルティング・技術調査及び指導

２．実績概要

１） 国内コンサル：関東経済産業局扱いサポイン企業、大分県北部地域 自動車関連産業等多数の

国内企業の事業改革・技術指導（約250社以上）

２） 海外コンサル：METI、JICA、JETRO、JODC、AOTS の長期・短期海外派遣専門家として、

パキスタン、フィリピン(3)、 中国、 バングラデシュ、アルジェリア、韓国等の技術指導, 
３） 海外調査委託活動： 英国、ドイツ、フランス、スイス、 スエーデン、オランダ、ウクライナ、

ポルトガル、 スペイン、スロベニア、 ルーマニア、 ポーランド、 ハンガリー、フィリピン、

台湾(4)、韓国（３）、パキスタン、中国(5)等延べ28カ国。

４） （財）日本規格協会、（財）日本科学技術連盟の品質管理講師、中小企業基盤整備機構中小企

業大学校登録研修 指導員、北九州海外技術協力協会講師、大（財）分県産業創造機構

スーパーバイザー、ＫＩＧＳ特任研究員等を歴任

３．１９５９：茨城大学工学部卒 新日本製鐵（株）入社

１９８７：新日本製鐵（株）定年退職、同年（有）ミヤタハイメック 設立 代表取締役

４．表彰 ：１９９７：フィリピン共和国金属産業研究開発センター所長表彰 （鍛造技術指導功労賞）

１９９９：経済産業省九州経済産業局長表彰 （工業標準化功労賞）

２００７：（社）日本技術士会会長賞（功労賞）

MIYATA HI-MEQ講師紹介



１．いきさつ

 Ｈ２０年に（財）大分産業創造機構より、

 大分県北部地域自動車関連産業の競争力
強化のため

１．人材育成事業の推進

２. 具体的手段として、各企業現場の品質

管理と問題解決力強化のための改善

活動（ＱＣサークル活動）導入・推進

以上について指導要請の相談を受け、受託
し、以来現在まで支援・指導をしてきた。



２．本事業の目的

１．企業の製造力強化、経営力強化
２．従業員の働きがいの向上
３．経営者の意思として推進

現場改善力の
強化

現場のＱＣサークル（改善）活動

地域企業・サービス企
業等の競争力向上

付加価値
生産性向上
（3ム対策）

人材育成



トヨタ自動車九州
日産自動車九州

ダイハツ九州

大分県立工科
短期大学校

自動車関連産業が集約されている大分県北部地域

宇佐地域
国東地域

豊後高田地域

中津地域

１５０社以上進出



３．当初の契約内容と期間等

1. 役割：（財）大分県産業創造機構の

スーパーバイザー

２．指導対象企業：中津市、宇佐市、豊後高田市、

国東市の各市内にある自動車関連産業及びその

他の企業（当初目標５０社）

３．指導事項：各企業へのＱＣサークル活動の導入・

推進・発表会の講評・巡回指導、セミナーの講師

、役員定例会の助言

４．内容：品質管理およびＱＣサークル活動の指導

５．期間：２年間、月３～１０回（契約期間の延長も可）



４．推進組織

１．１期目（Ｈ２１～２３年度）
推進幹事会構成：

大分県、（財）大分県産業創造機構、
同コーデネーター（事務局）、
大分県立工科短期大学校教授、

ミヤタハイメック品質技術研究所（スーパーバイザー）
２．２期目（Ｈ２３～現在）

大分県ＱＣサークル活動支援企業会の組織・設立・運
営の助言定例会（毎月土曜日９：００～１２：００）
組織：会長、幹事、アドバイザー、大分県立工科短期

大学校担当教授、産業連携・交流室（事務局）



１期目の人材育成事業支援体系
（Ｈ２１年度．Ｈ２２年度・Ｈ２３年度（９月））

経済産業省 九州経済産業局
委託先：（財）大分県

産業創造機構

大分県立工科短期大学
校（中津市内）

企業対象人材
育成支援講座

トヨタ九州

日産九州

ダイハツ九州

大分県北部地域
自動車産業ＱＣ
サークル活動活
性化支援事業

（中津、宇佐、
豊後高田、国東
の各地域）

品質管理・ＱＣサークル活動
スーパーバーザー

１．各企業巡回訪問指導・現場改
善指導・ＱＣサークル活動指
導・発表指導・および合同成果
発表会指導

２．品質管理・ＱＣサークル活動
セミナーの実施・指導

ミヤタハイメック品質技術研究
所（宮田技術士事務所）受託

ＱＣサークル活動成果発
表会の実施
第１回：Ｈ２１．８．８
（大分県立工科短期大学

校）
第２回：Ｈ２２．１．３０
（同上）
第３回：Ｈ２２．２．１８
（別府ビーコンプラザ）
第４回：Ｈ２２．７．３１
（大分県立工科短期大学
校）
第５回：Ｈ２２．１２．４

（大分県立工科短期大学
校）
第６回：Ｈ２３．７，２３
（大分県立工科短期大学
校）



2期目の組織体制

会長
（地場企業の代表）

役員（地場企業か
ら若干名）

会員（地場企業等５
５社）（現在６７社）

事務局（大分県立
工科短期大学校）

（アドバイザー）
企業会の活動に対する総括的
な助言・指導
・ダイハツ九州、日産自動車九州
ＴＯＴＯ，パナソニックＳＮ九州
中津市しもげ商工会
ミヤタハイメック品質技術研究所

（協賛会員）
日本規格協会、日科技連

（連携機関）
・大分県商工労働部
・大分県産業創造機構
・中津市、豊後高田市、宇佐市
国東市



5. 主な実施事項

Ｈ２１年～現在

企業訪問・導入促進・企業内研修会の指導

加入企業
６７社

事務局：大
分県立工
科短大校

月例役員会・幹事会の実施

年１回の総会の実施

ＱＣサークル研修会の実施（希望企業従業員の参加）

ＱＣサークル活動発表会の実施 年２回

経営者・管理者対象の講演会の実施

企業間の相互見学会の実施

H

セミナー用テキストの著作・講義アドバイズ活動



大分県ＱＣサークル活動支援の経過（1期目）例

年度 名 称 内 容 成 果

Ｈ２０ 国の事業補助金
「人材養成等事業１年目）

・シーケンス制御セミナー（基礎編・実践編）
・品質管理セミナー（初級編・中級編）教員担当

延べ７７名受講

Ｈ２１ 国の事業補助金
「人材養成事業２年目」

ＱＣサークル活動支援事
業を追加開始

・シーケンス制御セミナー（基礎編・実践編）
・品質管理セミナー（初級編・中級編）教員担当

延べ７９名受講

・ＱＣサークル研修会
・ＱＣサークル活動発表会（１１サークル発表）

延べ７０名受講
延べ５００名参加
（約７０社）

Ｈ２２ 国の事業補助金
「人材養成等事業３年目」

ＱＣサークル活動の普及・
推進

・シーケンス制御セミナー（基礎編・実践編）
・品質管理セミナー（初級編・中級編）教員担当

延べ８４名受講

・ＱＣサークル推進者研修
・ＱＣサークル発表会（８サークル発表）

２０名受講
延べ４３０名参加
（約９０社）

Ｈ２３ 大分県の事業として実施
（事業の継続）

・シーケンス制御セミナー・品質管理セミナー
は大分県立工科短期大学校の講座とする

・ＱＣサークル活動支援企業会の立上げ

企業会幹事会の月
例会の制度化と発
足



第４回ＱＣサークル活動成果発表会例

開催日時：平成22年7月31日（土）
9:30~12:30

場所：大分県立工科短期大学校講堂
参加者：46社、約200名
発表会社：
１．（株）ダイメイプラスチック大分

「異常・管理点管理の確立」
２．大分精密工業（株）

「作業効率向上で二毛作だ！」
３．（株）メタリックジャパン

「ポールヨークライン増産対応による
生産性の向上活動」

４．ＴＯＴＯサニテクノ（株）
「壁掛け洗面器耐熱サメ不良の低減]

講演：トヨタ九州（株）人材開発部
塩田弘樹氏

「トヨタのものづくり・人づくり」



ＱＣサークル活動支援の状況例

企業訪問指導



ＱＣサークルリーダー研修会の例



支援組織体制発足（第２期）（Ｈ２３年度（１１月）以降～現在）

“大分県ＱＣサークル活動支援企業会”
の設立総会実施（大分県の指導から独立発足）

（１） 平成２３年１１月１９日（土）１４：００～１８：３０
（２） グランプラザ中津ホテル（中津市）
（３） 開会

主催者挨拶：（幹事会社代表）、大分県立工
科短期大学校校長

来賓挨拶： ダイハツ九州（株）人材育成
センター長

議事：
特別講演：日産自動車九州（株）人事課長
交流会：



現在： ”ＱＣサークル活動支援企業会“設立
構成スキーム（H23年～現在）（日本唯一）

支援企業（日産、
ダイハツ、ＴＯＴＯ等）

協賛支援団体
日本規格協会福岡支部
日本科学技術連盟

（ＱＣサークル本部）東京ＱＣサークル活動
支援企業会会員

（現在６７社）

役員会

活動推進支援

行政機関（大分
県・地域市役所）
等の支援

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

（ミヤタハイ
メック品質技

術研究所
等）

H



新組織への移行(大分県の予算化事業)：
大分県ＱＣサークル活動支援企業会設立

（通称大分県ＱＣ企業会）
１．目的：「ＱＣ企業会」は人材育成を図ることを目的

とする。そのために各企業における小集団
活動の連携を図り相互交流、ＱＣサークル

発表会などによる啓発の場づくりを行うとと
もに積極的に学ぶ機会を生み出していく活
動を行う。

２．運営：企業の規模・業種を問わず、広く参加を呼び
かけ、「ＱＣ企業会」会員の登録を促す。
事務局を大分県工科短期大学校に置く。



大分ＱＣ企業会ニュース発行の例(1)



大分ＱＣ企業会ニュース発行の例(2)



H25年度の主な実施事項例

項目 実施事項 目標 実績

ＱＣサークル活
動発表会

定例発表会 2回/年 2回/年

定例役員会議 第3土曜日 12回 12回

総会

新規企業訪問

開催

新規企業情報入手

5/18

3社/月

5/18

3社/月

企業会セミナー ＱＣサークル入門セミ
ナー

2回 2回

企業会セミナー ＱＣサークル中級セミ
ナー

2回 1回



セミナー用テキストの著作例
セミナー名称 著作テキスト名称・

ページ数
発行年月
日

主 催 著作年月日

参加企業内QC
サークル活動研修
会

QCサークル活動研
修会テキスト88P

2009.8.1 大分県産業創
造機構

2009.8.1

QCサークル中級
セミナー

QCサークル中級セミ
ナー 114P

2013.4.5 大分県QC
サークル活動
支援企業会

2013.4.5

参加企業内QC手
法研修会

QC７つ道具テキスト
36P

2014.9.27 大分県QC
サークル活動
支援企業会

2014.9.27

QCサークル中級
セミナー

QCサークル中級セミ
ナー(再改定) 96P

2017.1.14 大分県QC
サークル活動
支援企業会

2017.1.14

QCサークル入門
セミナー

QCサークル入門セミ
ナー86P

2014.10.2 大分県QC
サークル活動
支援企業会

2014.10.2



特に工夫・苦労して点

１．工夫した点：
(1) 社内研修会開催の説得 ・人脈強化説得のための企業訪問
(2) 大分県立工科短期大学校での集合研修会参加の呼びかけ
(3) 同大学校に社会人対象研修会：品質管理(QC検定関連）研修会、

TWI研修会、
(4) ３地域でのセミナー等開催と講師の出張出前講義
(5) 社内QC/改善発表会に講師が出張講評・指導
(6) 企業管理者の講評等の役割分担で管理者の育成

２．苦労した点：
(1) 人材育成の必要性の説得：忙しい、出せる人員確保ができない、

土曜日・日曜日のみの実施、説得活動
(2) 企業内の見える化の現場指導会の実施
(3) ３地域への出前出講制度の実施
(4) 企業巡回及び要請による現場指導会の実施



６． まとめ

現場力の強い地域の誕生：
会員企業の付加価値生産性の向上

１．現在６７社によるQCサークル(改善)活動を継続
２．企業間の情報交換・工場見学・交流で相互啓

発が進行、企業体質改善が進行
３．各社の現場作業者間の相互交流
４．改善成果発表会実施による改善意識の向上
５．問題改善手法の習得と実践で改善力が向上
６．大分県立工科短期大学校企業連携・交流室の

活用



７．今後の課題

１．未導入の企業が半数あり、企業訪問等による導入

の促進（経営幹部及び上級管理者の説得）。

２．アンケートの実施（データによる管理の実施）

３．若手指導講師候補者の選定・育成・バトンタッチ完

４．企業内研修及びＱＣサークル活動（改善活動）導入

の企業内指導の実施

５．ＱＣサークル交流会の継続実施

６．大分県ＱＣサークル活動支援企業会の資金面で

の充実（自主的組織基盤の整備）の指導

７．新技術・新製品・サービス開発の技術者育成


